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加須

松
ま つ

村
む ら

　陵
りょう

 さん（35）

松
ま つ

井
い

　睦
よ し

仁
の り

 さん（40）

①両親が農業を営んでおり、農業大学校を
卒業し就農しました。

②ハウス内の農作物の管理。
　特に夏場はハウス内が高温になるため、

かん水や温度管理に気を使った。

③失敗も多いですが、仕事をやった分だけ
自分に結果が返ってくること。

④漫画・ドラム。

⑤年間雇用できる農業経営。

⑥ほくさい管内は米の産地ですが、北埼玉
地域として推していける他の農産物を
作ってもらいたいです。

平成25年就農
施設野菜

（キュウリ）20㌃
水稲1㌶
を栽培

平成16年就農
水稲　4.5㌶　

露地野菜（ブロッコリー・
ネギ等）50㌃

施設野菜（野菜苗・
花き苗）30㌃

を栽培

米をフレコン袋に
詰める松村さん

ブロッコリーの苗を
定植する松井さん

越
冬
キ
ュ
ウ
リ
で
県
知
事
賞
受
賞

年
間
雇
用
で
き
る

農
業
経
営
を
目
指
す

①農業を営んでる祖父の働く姿を見て、自
然と手伝うようになりました。

②農作物の収穫が始まると休みがとれなく
なる事と、夏場に高温のハウス内での農
作業。

③農作物の販売を通じて他職業の人達（会
社経営者など）との繋がりができること。

　祖父が現役のうちに一緒に、令和５年越
冬キュウリで県知事賞を受賞できたこ
と。

④音楽・曲作り。

⑤自家生産した農産物を利用した他の事業
（飲食業）などやってみたい。

⑥若手の農業者が活動しやすい環境づくり
をお願いしたい。

騎西

ほくさい の若手農業者 後 編
①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・
これまでに一番大変だったこと　③この仕事
をしていて良かったと思うこと　④趣味
⑤今後の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

❷



小
こ　が　わ　ら

河原 祐
ゆ う

紀
き

 さん（26）

飯
い い

塚
づ か

　美
み

春
は る

 さん（23）

①花き農家に生まれ、幼い頃から植物と触
れ合っており興味があったため園芸専門
学校で学び卒業後、２年間の研修を経て
今に至ります。

②花苗の病害虫防除。

③花を購入いただいた方が、笑顔になって
くれること。

④音楽鑑賞・映画鑑賞・ゲーム・カラオ
ケ・カメラ・亀飼育。

⑤若い人達にも花を栽培する楽しさを　 
広めたい。

⑥農業情勢や栽培技術向上などの情報提供
をしてほしい。ＪＡと農家の情報交換会
を実施してほしい。

①夫と農業大学校で知り合い、結婚を機に
農業を始めた。

②夏場のほ場の草取りと農薬散布。

③お客様から美味しいという言葉をいただ
いた時。

④漫画（ドリフターズなど）
　イラストを描くこと。

⑤水稲栽培50㌶が目標。
　乾燥いもやラズベリージャムなどの加工

品で、人気商品を作りたい。

⑥ルーラル電子図書を営農経済センターで
閲覧できるようにしてほしい。

平成31年就農
花き33㌃を

栽培

令和３年就農
水稲15㌶ 小麦1.7㌶

サツマイモ10㌃
施設野菜（キュウリ）4㌃

（トマト）4㌃
露地野菜・切り花

10㌃を栽培

父の正純さんと

新米と飯塚さん

若
い
人
達
に
も
花
を
栽
培
す
る

楽
し
さ
を
広
め
た
い

人
気
商
品
に
な
る
よ
う
な

加
工
品
を
作
り
た
い

川里

羽生

次世代を担うほくさい の若手農業者
ほくさい地域の未来を担う農業者を２号連続でご紹介します！

❸



理
事
会
か
ら

9
月
28
日
の
議
案

①
行
政
庁
検
査
指
摘
事
項
に
対
す

る
取
組
状
況
に
つ
い
て

②
総
代
選
挙
に
か
か
る
選
挙
管
理

者
等
の
決
議
に
つ
い
て

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
当
組
合
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価

書
等
の
定
例
改
正
に
つ
い
て

⑤
遊
休
不
動
産
（
旧
加
須
支
店
土

地
、
旧
礼
羽
支
店
土
地
）
の
処

分
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑦
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
協
同
住
宅
ロ
ー
ン（
株
）保
証
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑧
無
担
保
ロ
ー
ン
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
型
）
融
資
要
項
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

12
月
4
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　
12
月
４
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

　詳細な農業者年金の内
容やご相談については、
ＪＡほくさいか農業委員
会または農業者年金基金
にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金

☎03-3502-3942
（企画調整室）

農産物直売所
生産者募集

　農産物直売所に野菜や果物を出荷し
ませんか？
　各農産物直売所で、青果物を出荷す
る生産者を募集しております。
　出荷をお考えの方は、下記の農産物
直売所までお問合せください。

成田山新勝寺
御護摩札受付のご案内

行田農産物直売所 ☎048（556）2203
羽生農産物直売所 ☎048（563）4609
加須農産物直売所 ☎0480（61）3044
騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776
北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636

　「成田山新勝寺御護摩札」のお申し
受け致します。
　希望の方は各
支店または各営
農経済センター
にお申し出くだ
さい。

❹



金利引き下げました
ＪＡ住宅ローン

借入相談受けたまわります!!
　新築・購入予定物件の資料(見積書、図面、不動産登記簿謄本、チラシ等)と収入の分かるものをご持
参ください。詳しくはＪＡほくさい各支店窓口または本店ローンセンターへ問い合わせください。

本店ローンセンター（毎週土曜日も営業中！！）
　Tel.048（560）5200　　URL（アドレス）https://jahokusai.jp/contact/

上記金利は、期間中にお申込み後６ヶ月以内に借入された場合の適用金利です。

店頭標準金利：2.475％（10月 1日現在）
※金融情勢等の変化により見直しさせて
いただく場合があります

正組合員子弟案件または
給振指定者が最大軽減の場合

全期間店頭金利から

年▲2.000%

年0.475%

変動金利
最大

❺
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

■
火
傷
病
と
は

　

火
傷
病
は
細
菌
に
よ
る
植
物
の

病
気
で
す
。
な
し
や
り
ん
ご
な
ど

の
バ
ラ
科
ナ
シ
亜
科
植
物
に
広
く

感
染
し
、
大
き
な
被
害
を
起
こ
し

ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
発
生
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
海
外
で
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
宿
主
植
物
の

枝
や
果
実
な
ど
輸
入
を
禁
止
し
て
、

侵
入
を
警
戒
し
て
い
ま
す
。

 

■
中
国
で
発
生
し
た
火
傷
病
の
対

応
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
発
生
し
て
い
な
か
っ

た
中
国
で
火
傷
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
令

和
５
年
８
月
30
日
に
中
国
か
ら
火

傷
病
菌
の
宿
主
植
物
（
花
粉
を
含

む
）
の
輸
入
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
傷
病
に
感
染
し
た
花

粉
で
受
粉
作
業
を
す
る
と
病
気
が

伝
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
持
ち
の
中
国
製
の
花
粉
は
使
用

し
な
い
よ
う
に
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
本
年
に
中
国
製
の
花
粉
を
使
用

し
た
方
へ
の
お
願
い

　

今
年
、
中
国
製
の
な
し
・
り
ん

ご
の
花
粉
を
購
入
し
て
使
用
し
た

園
地
で
は
、
本
病
の
早
期
発
見
・

早
期
防
除
の
観
点
か
ら
加
須
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
購
入
し
た
花
粉

の
生
産
地
が
不
明
な
場
合
も
御
一

報
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
い
た
だ
い
た
後
、
火
傷
病

の
症
状
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
の

御
協
力
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
御
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
症
状
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
症
状
の
あ
る
樹
や
枝
の

伐
採
な
ど
を
行
わ
ず
、
そ
の
ま
ま

の
状
態
を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
し
た
農
機
具
に
つ
い
て
も
消

毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
火
傷
病
の
症
状
に
つ
い
て

•
葉
が
つ
い
た
状
態
で
樹
が
枯
死

し
て
し
ま
い
ま
す
。（
過
去
に

見
た
こ
と
の
な
い
枯
れ
方
を
し

ま
す
。）

•
枝
、
葉
、
果
実
が
褐
色
又
は
黒

く
変
色
し
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

•
枝
や
葉
柄
、
果
実
で
は
、
病
斑

部
か
ら
細
菌
泥
が
漏
出
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
火
傷
病
に
感
染
し
た
場
合

　

火
傷
病
菌
に
対
す
る
有
効
な
防

除
方
法
が
現
在
は
確
立
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
り
病
樹

の
伐
採
に
よ
る
ま
ん
延
防
止
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

韓
国
で
は
２
０
１
５
年
に
初
め

て
本
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
公
的
な
防
除
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
宿
主

植
物
が
な
し
属
、
り
ん
ご
属
、
か

り
ん
、
び
わ
等
と
範
囲
が
広
い
た

め
、
そ
の
後
も
発
生
地
域
が
拡
大

し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
は
、
海
外
か
ら
侵
入
し
、

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
し
て
、
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
サ
ク
ラ
を
中
心

に
モ
モ
、
ス
モ
モ
、
ウ
メ

の
果
樹
類
に
も
被
害
が
出

て
お
り
ま
す
。

■
被
害
に
つ
い
て

　

幼
虫
が
バ
ラ
科
樹
木
の

内
部
を
激
し
く
食
い
荒
ら

し
、
大
量
の
フ
ラ
ス
（
木

火
傷
病
に
つ
い
て

く
ず
と
糞
が
混
じ
っ
た
も
の
）
を

排
出
し
ま
す
。

　

１
本
の
樹
体
に
複
数
の
個
体
が

侵
入
す
る
と
、
樹
体
が
枯
死
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

成
虫
は
体
長
2
・
5
㎝
～
4
㎝

で
、
首
回
り
の
赤
色
が
特
徴
で
す
。

■
防
除
対
策

　

成
虫
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
害
樹
の
伐
採
も
有
効
で
す
。

　

伐
採
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、

フ
ラ
ス
排
出
孔
か
ら
登
録
農
薬
を

注
入
し
幼
虫
を
駆
除
す
る
か
、
登

録
農
薬
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

 クビアカツヤカミキリにご注意ください！

左図：り病枝の菌泥漏出　右図：り病枝の枯死（農研機構）

火傷病のり病樹（農研機構）

クビアカツヤカミキリの成虫
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　北埼地区でキュウリとナスを栽培する
生産者でつくる北埼地区野菜一元共販連
絡協議会は、令和5年度（Ｒ4年８月～
Ｒ５年７月）立毛共進会の表彰式を行い
ました。
　同会の表彰式は例年９月上旬に行う通
常総会の時に行っていましたが、今年の
総会も新型コロナウイルスの感染拡大に
配慮して会員らの出席は見送られまし
た。このため、９月25日にＪＡ本店で
表彰式のみを開催。知事賞に入賞した越
冬きゅうりの部・松村昇さん（加須）、

半促成きゅうりの部・田島祥之さん（加須）、ハウスなすの部・新井武夫さん（騎西）にＪＡの大塚宏組
合長から表彰状が手渡されました。このほかの入賞者は下記の皆さんです。
□越冬きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝高橋博さん（加須）▷ほくさい農業協同組合長賞

＝秋山大さん（加須）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝清水芳夫さん（羽生）
□半促成きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝斎藤文雄さん（羽生）▷ほくさい農業協同組合

長賞＝江原喜重さん（羽生）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝儘田玄悟さん（加須）
□ハウスなすの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝細野晴樹さん（騎西）▷ほくさい農業協同組合長賞

＝藤井弘樹さん（騎西）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝伊藤久雄さん（騎西）

　ＪＡは９月26日、行田中央支
店・行田営農経済センター、行田
中部支店の竣工式を行田中央支店
で、10月６日に騎西中央支店・
騎西営農経済センターの竣工式を
同店舗で開きました。
　今年1月に騎西中央支店・同セ
ンターが、２月に行田中央支店・
同センター、行田中部支店が新規
オープンし、９月に旧店舗の解体
と外構工事が完了しました。
　式には、ＪＡ役職員や工事関係者の他、来賓として野中厚衆議院議員やＪＡ埼玉県中央会坂本富雄会長が出席しま
した。
　大塚組合長は「無事完了したことに感謝します。役職員一丸となり組合員や利用者の期待に応えられるよう一層の
サービス向上に努めます」と挨拶しました。

立毛共進会入賞者を表彰 ～北埼一元共販連絡協議会～

ＪＡ３店舗竣工

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

左から松村さん、大塚組合長、田島さん、新井さん

行田中央支店・行田営農経済センター

行田中部支店騎西中央支店・騎西営農経済センター

挨拶する大塚組合長
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　埼玉県は９月１日に、加須市戸崎のほ場121㌃で、水稲新品種「えみほ
ころ」の大規模実証ほ場現地検討会を開きました。生産者やＪＡほくさい
職員他、関係者ら計60人が参加しました。
　「えみほころ」は、中生品種の「コシヒカリ」や「彩のきずな」と晩生
品種の「彩のかがやき」の間に栽培できる中晩生(ちゅうばんせい)の品種。
暑さや倒伏に強く、「彩のかがやき」並みの良食味という特徴があります。
　今回現地検討会に選ばれた加須市のほ場で栽培に取り組んでいる渡辺克

行さんは、６月４日に田植えを行い、出穂は８月12日、稲刈りは９月下旬に行いました。
　渡辺さんは「猛暑で水管理に気をつかった。今のところ虫の害も少なく、彩のかがやき並みに栽培しやすい」と話
しています。

　加須市芋茎の江川芳夫さん、君代さん夫妻は10月３日、　ＮＨＫワール
ドＪＡＰＡＮの番組「Trails to Oishii Tokyo／おいしい東京」の取材を
受けました。小麦の「あやひかり」を使った料理の紹介で、夫妻とリポー
ターのヤンニ・オルソンさんに教えながら、「いがまんじゅう」と「冷や
汁うどん」、「なす南蛮」を作りました。
　放送はＮＨＫＢＳ－１で11月24日㈮ 5：00～5：28／11：55～12：
23に予定しています。
　６月に行田市斎条で小麦を刈り取りした様子も放送予定です。

　童謡のふる里おおとね主穀作受託協議会（柳
田浩会長）が、９月22日に加須市役所で、同
市の加須市子育て応援子ども食堂・フードパン
トリー団体連絡会に、同協議会会員が栽培した
かぞブランド認定品の新米「特別栽培米コシヒ
カリ」180㌔と15万円を寄付しました。
　同市のひとり親世帯などに対する子育て応援
が目的。
　15万円は新米を籾摺りし、玄米をふるいに
かけたときに下に落ちた小さな米（特定米穀）を販売した代金。
　今回の新米は支援を必要とする家庭約200世帯と、子ども食堂に提供する予定。
　加須市角田守良市長は「新米は大変喜ばれる。寄付を有効活用し、子育て世帯を支援したい」と感謝の言葉を述べ
ました。
　柳田会長は、「同協議会が発足し20年目という節目に、日ごろお世話になっている加須市に何か恩返しできないか
と考え、今回の寄付となった。子どもたちに新米をたくさん味わってもらいたい」と話しています。

　ＪＡは９月18日、行田市総合
体育館グリーンアリーナで行われ
た行田市ミニバスケットボール連
盟主催の第２回ほくさいカップに
協賛し、トロフィーやメダル、Ｊ
Ａオリジナルパックご飯「ＪＡほ
くさいのごはん」、スポーツドリ
ンクを寄贈しました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業積立金を活用し、地域活性化を目的にしています。
　参加は20チーム。優勝は女子チームが行田ラビッツ。男子チームが羽生ＢＣパワーズでした。

えみほころ現地検討会

江川さん夫妻がＮＨＫの取材を受けました

童謡のふる里おおとね主穀作受託協議会が米180㌔ほか寄付

第２回ほくさいカップ開催

えみほころの現地検討会で挨拶する渡辺さん

柳田会長（㊧から２番目）から寄付を受け取る角田市長㊥と会員のみなさん

パックご飯を手にする行田桜ケ丘と行田ラビッツの選手

いがまんじゅうを蒸かす江川さん夫妻とヤンニさん㊨

寄贈した
トロフィーとメダル
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　加須市下崎の関口農園㈱は、９月６日に
開かれた日本野菜ソムリエ協会主催の「第
２回全国梨選手権」で「関口農園の朝もぎ
完熟梨（豊水）」を出品し最上位の最高金
賞を受賞しました。
　全国各地の産地から28品の梨がエント
リーされ、40人評価員の野菜ソムリエが
審査。「果汁がいっぱいで、まるでジュー
スを含んだよう」などと評価されました。
　９月25日に、大塚宏組合長、蓮見浩明
専務、大澤治雄常務が関口農園㈱に、最高

金賞受賞のお祝いに駆け付けました。
　大塚組合長は「最高金賞おめでとうございます。ＪＡも一生懸命頑張る生産者をバックアップさせていただきます」
とお祝いの言葉を贈りました。
　同社の関口智之代表は「受賞は支えてくれた家族や従業員のおかげ。基本を忠実に守り、真面目に梨作りに向き合
いたい」と笑顔で話しました。
　その他ＪＡほくさい管内から、行田市谷郷の㈱はせがわ農園の「はせがわ農園の甘太」が入賞しました。

　行田豆吉クラブは
10月４日に、行田市
役所を訪れ行田邦子市
長に「さきたまめ」出
荷スタートと、新パッ
ケージの報告をしまし
た。
　「さきたまめ」は、
昨年まで「行田在来え
だまめ」の名で流通し
ていました。全国展開
できる農産物にするた
め、行田市と同クラブが協議して「さきたまめ」に改名しました。「さきたまめ」は、ゆでた瞬間に広がる豊富な香
りと、口いっぱいに広がる濃厚なこくが特徴です。
　行田豆吉クラブは、会員７名、作付け面積2㌶で、今年の出荷目標は4㌧です。

　ＪＡは10月7日、行田市荒木公民館前の(株)ノムラファ
ームのほ場約32㌃で「彩のかがやき」の稲刈りの体験教
室を開きました。参加者は21名。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用
し、地域活性化を目的としています。
　参加した親子は刈り取った稲束の山を前に「初めて稲刈
りをしました。とても楽しかったです」と話していました。
　その後、参加者はコンバインで一気に刈り獲る様子を見
学しました。

最高金賞に関口農園㈱

行田豆吉クラブが「さきたまめ」の出荷報告

ＪＡが稲作体験教室開催

最高金賞の賞状を手にする関口代表㊨と大塚組合長

左から村田清治副代表、小松裕幸代表、行田市長

梨を確認する関口代表

新パッケージの「さきたまめ」「写真：江口克」

参加者に稲刈りを指導するＪＡ職員
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　鴻巣市広田の花きを生産する(有)久保園芸は10月２日、ジュリアンの出荷を始め
ました。11月下旬まで、県内市場や関西方面の市場へ約20万ポットを出荷します。
ジュリアンは、花色が豊富で一重咲や八重咲などがあり、黄色い花は薔薇のような甘
い香りが特徴。霜にあたらなければ春先まで楽しめます。
　ジュリアンの花苗は、夏から秋の間を平地から高冷地の栃木県日光市戦場ヶ原に移
して栽培する「山上げ」を行い、９月20日から13回に分けて鴻巣市のほ場に戻すた
めトラックで運びました。今年の猛暑で山の上も暑く湿度も高い状態が続きました。
その影響で株が小さく生育に遅れが見られましたが、従業員総出で戦場ヶ原に向かい、
かん水、追肥作業を行ったため、出荷を前に持ち直しました。
　同社の久保純代表は、「従業員一丸となり大切に育てたジュリアンを、是非手に取
って楽しんでほしい」と話しています。

　行田農産物直売所利用協議会は９月５日、日帰り
県外研修旅行を実施しました。参加者は29名。
　研修先の神奈川県藤沢市のＪＡさがみファーマー
ズマーケットわいわい市藤沢店で、店長に店舗の概
要など説明を受けた後、販売している野菜や加工品、
１日の売り上げなど教えていただきました。店長が

「その日売れ残った野菜は生産者に当日引き取りを
お願いしている」との話しに、会員は真剣に耳を傾
けていました。
　同協議会の冨田雅博副会長は「大変勉強になった。
コロナ明けで４年振りの開催となり、会員と久しぶ

りに楽しい時間が過ごせました」と笑顔で話していました。
　この後、会員は鶴岡八幡宮を参拝しました。

　加須市の江森農園（江森悟代表）は９月27日に、加須市立三俣小学校の児童の見
学を受け入れました。江森代表が講師を務め、キュウリ栽培の説明をしました。３年
生87人が、校外学習の一環で市の農産物と作物の生育、農家の仕事を学びました。
　江森代表は、９月に植えたキュウリ苗約1,000本が並ぶハウス10㌃で１日の仕事
を話し、地下水をくみ上げチューブから苗にかん水する様子を見せました。
　児童に「農作業で大変なことは何か」と問われた江森代表は「夏の暑い中での作業。
キュウリは寒さが苦手。日々キュウリが心地良い環境で育つように努力している」と
笑顔で答えました。

ジュリアン出荷スタート

行田農産物直売所利用協議会が県外研修

小学生がキュウリ栽培を学ぶ

出荷を前に花苗を確認する
久保代表

江森代表から
キュウリの栽培を学ぶ児童

鶴岡八幡宮を訪れた行田農産物直売所利用協議会会員

「家の光」年間購読予約受付中！

2024年　1月〜12月
1年分の誌代を前納すると普通号1ヶ月分が無償にな
ります。

☆前納誌代☆
年間定価合計 9,411円
無償分 △629円
前納誌代 8,782円
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

小さな農家の挑戦
ホビーファーム平永

（加須市平永）

かぞ 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は加須地区です。
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看板と川島さんご夫妻

ホンモロコに餌をやる川島さん

11月から「彩のもろこの煮付け」を販売
します。
■自宅直売所
　11月~２月 土・日 9：00~12：00
■ＪＡほくさい加須農産物直売所
■埼玉県農林公園内直売所

加須市平永でホビーファーム平永を経営する川島敏雄さん、
妻の登久子さんを紹介します。創業は2005年４月。

創業のきっかけは、専業農家の減少傾向と、農業の衰退を
目の当たりにしたこと。小規模農家は家族経営が農業の基本
と考え、家族で起業しました。

現在は、水稲栽培、果樹栽培【（イチジク（加工含む）・ぶ
どう・柿・ブルーベリー】、野菜栽培とホンモロコの養殖加工
販売を行っています。川島さんは「毎年、自然環境の変化に
対応するため、考えながら作業している。難しさもあるが遣
り甲斐もある」と栽培の苦労を語ります。

生産物は地産地消を意識し、自宅の直売所やＪＡ直売所、
埼玉県農林公園内の直売所、スーパーなどで販売しています。

また、年間20回程度農業まつりなどのイベントに参加し
対面販売をしています。

川島さんは「機会を見つけては、関東周辺のＪＡ直売所を
巡り、常に新しいものや参考になる商品を見つけることが楽
しみ」と話し、「新しい農作物栽培にチャレンジし、６次化商
品の拡大を目指す」と笑顔。「これからも夫婦そろって健康に
心がけ、小さな農家の挑戦を続けて行きたい」と意気込みを
語ります。
■加須地域農業まつり農産物品評会
　第39回「彩のかがやき」県知事賞
　第41回「彩のきずな」ＪＡ組合長賞　受賞

餌に集まるホンモロコ
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏
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出
し
た
ら
？

― 

人
身
保
護
や
慰
謝
料
請
求
の
お
そ
れ

私
A
は
夫
B
に
浮
気
を
疑
わ

れ
、
親
族
会
議
の
結
果
、
B
の

父
か
ら「
1
回
離
婚
し
な
さ
い
。

や
り
直
し
た
い
な
ら
3
か
月
ほ

ど
時
間
を
お
き
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
、
子
C
（
5
歳
）
の
親
権

者
を
B
と
し
て
協
議
離
婚
し
1

人
で
別
居
し
ま
し
た
。
3
か
月

後
、
私
は
籍
を
戻
さ
な
い
ま
ま

再
び
B
C
と
同
居
し
て
み
ま
し

た
が
、
1
年
後
の
今
、
や
は
り

B
と
は
や
り
直
せ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
親
権
者
は
B
で
す

が
C
は
私
に
な
つ
い
て
い
る
の

で
、
実
家
に
戻
る
に
あ
た
り
B

に
無
断
で
C
を
連
れ
て
い
っ
て

も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
息
子
は
兼
業
農
家
で
、

農
閑
期
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
ま
す
。
あ
る
日
、
ア
ル
バ
イ

ト
に
行
く
準
備
を
し
て
い
る
息

子
の
カ
バ
ン
に
、
キ
ャ
ン
プ
等

で
使
う
い
わ
ゆ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

ナ
イ
フ
が
入
っ
て
い
る
の
が
見

え
ま
し
た
。
驚
い
て
息
子
に
理

由
を
聞
く
と
、「
夜
道
で
絡
ま
れ

る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

護
身
用
だ
。
俺
は
刃
物
の
扱
い

に
慣
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
。」

と
言
い
ま
す
。

護
身
用
と
は
い
え
相
手
に
大

怪
我
を
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
刃

物
を
持
ち
歩
い
て
、
法
律
上
は

問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
が
国
で
は
、
正
当
な
理
由
な

く
、
刃
体
の
長
さ
が
６
㎝
を
こ
え

る
刃
物
（
一
定
の
は
さ
み
等
の
例

外
は
あ
り
ま
す
）
の
携
帯
を
禁
止

し
て
い
ま
す
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
（
銃
刀
法
）
22
条
）。

刃
物
を
外
に
持
ち
歩
く
な
ど
し

て
携
帯
す
る
と
、
人
の
生
命
身
体

に
対
す
る
危
害
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
に
違
反
す
る
と
２
年
以
下

の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
（
31
条
の
８
）。

ま
た
、
刃
体
の
長
さ
が
６
㎝
を

超
え
な
く
て
も
、軽
犯
罪
法
で
は
、

正
当
な
理
由
な
く
、
刃
物
、
鉄
棒

な
ど
人
の
生
命
身
体
に
重
大
な
害

を
加
え
る
の
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

な
器
具
を
隠
し
て
携
帯
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
拘
留
又
は
科
料
に

処
せ
ら
れ
ま
す
（
１
条
２
号
）。

銃
刀
法
で
も
軽
犯
罪
法
で
も
、

正
当
な
理
由
と
は
、
お
店
で
購
入

し
て
自
宅
へ
持
ち
帰
る
場
合
な
ど

で
あ
り
、
護
身
用
と
い
う
理
由
は

こ
れ
に
当
た
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
本
件
は
、
刃
渡
り
の

長
さ
に
よ
り
、
銃
刀
法
ま
た
は
軽

犯
罪
法
違
反
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

仮
に
、
そ
の
ナ
イ
フ
で
他
人
を

傷
つ
け
る
と
、
法
律
上
の
正
当
防

衛
が
成
立
し
な
い
限
り
、
民
事
及

び
刑
事
上
の
違
法
行
為
と
な
り
ま

す
。夜

道
が
心
配
で
あ
れ
ば
、
複
数

人
で
帰
る
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち

歩
く
、
な
ど
違
法
で
は
な
い
他
の

方
法
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①

②

①

②

成
年
に
達
し
な
い
子
は
父
母
の

親
権
に
服
し
、
父
母
が
協
議
離
婚

を
す
る
際
に
は
、
協
議
で
そ
の
一

方
を
親
権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
民
法
８
１
８
、
８
１

９
条
）。
A
B
は
協
議
離
婚
の
際

に
B
を
親
権
者
と
指
定
し
た
の

で
、
C
は
B
の
単
独
親
権
に
服
し

て
い
る
状
態
で
す
。
そ
し
て
、
夫

婦
が
離
婚
し
た
場
合
に
、
親
権
者

で
な
い
者
が
親
権
者
の
元
に
い
る

６
歳
程
度
の
幼
児
を
勝
手
に
連
れ

出
す
と
、
人
身
保
護
請
求
と
い
う

強
制
力
を
伴
う
手
続
に
よ
り
子
の

引
渡
し
を
命
じ
ら
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
（
最
判
昭
和
47
年
７
月

25
日
）。

ま
た
、
親
権
と
は
、
子
ど
も
の

利
益
の
た
め
に
、
監
護
、
教
育
を

行
っ
た
り
、
子
の
財
産
を
管
理
し

た
り
す
る
権
限
で
あ
り
義
務
で
す

か
ら
、
B
は
そ
の
意
思
に
反
し
て

C
と
引
き
離
さ
れ
な
い
法
的
利
益

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
A
が
実

家
に
戻
る
に
あ
た
り
B
に
無
断
で

C
を
連
れ
出
す
行
為
は
、
B
が
単

独
で
C
を
監
護
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
C
の
幸
福
に
反
す
る
と
い
っ

た
事
情
が
な
い
限
り
、
不
法
行
為

と
し
て
慰
謝
料
請
求
を
受
け
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
（
東
京
地
判
令

和
４
年
３
月
25
日
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

A
は
、
C
を
連
れ
出
す
前
に
、
家

庭
裁
判
所
に
親
権
者
を
A
に
変
更

す
る
こ
と
を
申
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
甘
柿
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す

❷
屋
内
の
こ
と
。
―
―
派

❸
ボ
ン
レ
ス
―
―
、
―
―
サ
ン
ド

❹
漢
字
で
は
石
榴
、
柘
榴
な
ど
と
書

く
果
物

❻
た
き
火
に
手
を
か
ざ
し
て
取
り
ま

す❾
飲
ん
で
食
べ
て
話
し
て
楽
し
み
ま

す⓫
山
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
ヤ
マ
ノ
イ

モ⓭
奇
術
師
が
披
露
す
る
も
の

⓯
ベ
ン
チ
よ
り
ふ
か
ふ
か
し
て
い
ま

す⓱
富
士
山
の
山
頂
を
白
く
し
ま
す

⓳
漬
物
や
ワ
イ
ン
を
詰
め
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
５
年
11
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
10
月
号
の
答
〉

　

カ
ラ
ス
ウ
リ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
日
光
の
紅
葉
の
名
所
。
48
個
の

カ
ー
ブ
が
あ
り
ま
す

❺
―
―
大
敵
、
運
転
中
は
気
を
引
き

締
め
て

❼
白
―
―
に
身
を
包
ん
だ
花
嫁
さ
ん

❽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
水
泳
、
筋
ト
レ
な

ど
は
こ
の
一
種

❿
ハ
ウ
ス
を
使
わ
ず
作
物
を
育
て
る

―
―
栽
培

⓬
考
え
る
と
き
に
ひ
ね
る
も
の

⓮
応
用
に
移
る
前
に
し
っ
か
り
と

⓰
１
カ
月
の
後
ろ
３
分
の
１

⓲
ペ
ン
の
は
キ
ャ
ッ
プ
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す

⓴
東
京
都
中
央
区
の
地
名
。
豊
洲
へ

移
転
し
た
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
が

あ
っ
た
場
所

㉑
２
人
で
お
そ
ろ
い
の
服
を
着
ま
す

　
食
欲
の
秋
・
読
書
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
様
々
な
秋
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
ど
の
秋
が
お
好
き
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
断
然
、
食
欲
の
秋
推
し
で
す
。
新
米
と
一
緒
に
食
べ
る
と
な

ん
で
も
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。

　

美
味
し
い
物
は
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

腹
八
分
を
心
掛
け
て
健
康
に
留
意
し
つ
つ
過
ご
し
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
�

Ｙ
・
Ｍ

編
集
後
記

☆
９
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
小
松
　
　
香
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
中
原
　
定
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
五
月
女
幸
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
岸
　
　
晴
美
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
松
本
　
朝
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
森
田
　
久
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
秋
山
　
恭
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
山
本
　
哲
也
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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